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 放射線診断科では 64 列と 16 列の MDCT、1.5T の MRI2 台を中心に、核医学検査や超音波検査

などの総合画像診断を行っている。国立病院機構の傘下であるために、日常の診療の中でわが国の

標準的医療の範となる臨床研究に日々取り組んでいる。 

 主な研究課題は、がん診療のなかでも死亡率、罹患率が高い肺癌の画像診断に力を注いでいる。

特に、近年増加している肺末梢の腺癌の早期発見と診断を CT で行い、予後の良い上皮内腺癌や微

小浸潤癌の診断基準の確立を目指している。 

 放射線治療科では外部放射線治療装置（リニアック）を 2 台、高線量率小線源治療装置（remote 

after loading system : RALS）を 1 台保有している。当科の特徴としては小線源治療、特に組織内照

射に力を入れていることである。 

小線源治療の対象疾患としては、再発婦人科腫瘍、新鮮子宮頸癌、前立腺癌、舌癌などの頭頚部

癌、乳癌などである。これらの症例数としては国内トップクラスであり、積極的に学会報告や論文

発表をおこなっている。また、本治療の普及のために、他施設から医師・放射線技師・看護師の研

修生を積極的に受け入れている。 

外部放射線治療装置の更新工事が始まり、平成 24 年 5 月より臨床使用の予定である。脳および

体幹部定位放射線治療、強度変調放射線治療（IMRT）、画像誘導放射線治療（IGRT）などの高精度

放射線治療の臨床研究をおこなっていく予定である。 
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